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羽幌町各会計決算特別委員会会議録 

 

〇議事日程（第１号） 

平成２７年９月１７日（木曜日） 午前１１時４５分開会 
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           ついて                           
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           いて                            
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           て                             
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    ◎委員長挨拶 

〇磯野委員長 議事に先立ちまして、一言ご挨拶申し上げます。 

 さきの本会議において本委員会が設置され、委員長に私が、副委員長に小寺委員が指名

を受けたわけであります。力量不足の点ご容赦をいただき、ご協力をお願いする次第であ

ります。この決算特別委員会は、現行予算の執行や新年度予算の編成にもつながる大事な

審査となります。町の各会計予算も一般会計と特別会計等を合わせると８会計に及び、そ

の内容も多岐にわたっております。議会が決定した予算が適正に執行されたかどうか、行

政効果や経済効果はどうか、また今後の行財政運営にどう役立てて改善していくか、工夫

すべき点はないかなどの観点から評価する極めて重要な意味を持っております。慎重な審

議はもちろんでありますが、理事者側及び各委員におかれましては簡潔な質疑、答弁など、

本委員会の円滑な進行にご協力を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たっての挨拶と

いたします。 

 

    ◎開会の宣告 

〇磯野委員長 ただいまから各会計決算特別委員会を開会します。 

 本日の欠席並びに遅刻届け出はありません。 

 

（開会 午前１１時４６分） 

 

    ◎開議の宣告 

〇磯野委員長 これから本日の会議を開きます。 

 

    ◎認定第１号～認定第８号 

〇磯野委員長 本委員会に付託された認定第１号 平成２６年度羽幌町一般会計歳入歳出

決算認定について、認定第２号 平成２６年度羽幌町国民健康保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について、認定第３号 平成２６年度羽幌町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決

算認定について、認定第４号 平成２６年度羽幌町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について、認定第５号 平成２６年度羽幌町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定第６号 平成２６年度羽幌町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、

認定第７号 平成２６年度羽幌町港湾上屋事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定

第８号 平成２６年度羽幌町水道事業剰余金の処分及び決算認定について、以上８件を一

括議題とします。 

 次に、審査の方法についてお諮りします。本委員会では、計数の照合審査など監査委員

の審査と重複することを避け、適正な執行状況並びに行財政効果等について綿密に審査を

すべきであり、監査委員の審査報告を信頼し、問題となる経理がない限り監査意見書に基

づいて審査を進めたいと思います。 
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 なお、審査に当たって証拠書類の検閲が必要になった場合、地方自治法第９８条の検査

権あるいは同法第１００条の調査権の特別委員会への委任についての議決がなければ、証

拠書類の提出を求めることができないという行政実例があります。したがって、本委員会

では、同法第９８条の検査権等の委任に基づく行使によらず、まず決算書に対する監査委

員の審査意見について報告を求め、その後財務課長から決算認定資料等に対する説明、次

いで建設水道課長から水道事業決算報告書の内容説明を受けた後、理事者側に対する質疑

を行う方法で審査を進めていきたいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま申し上げましたとおり審査することに決定しました。 

 昼食のため暫時休憩します。 

 

休憩 午前１１時４９分 

再開 午後 １時００分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、代表監査委員から決算審査意見書の説明を求めます。 

 代表監査委員、鈴木典生君。 

〇鈴木代表監査委員 ただいま議題となりました平成２６年度羽幌町一般会計及び特別会

計歳入歳出決算並びに基金運用状況審査意見書の内容についてご説明を申し上げます。 

 審査の意見は、船本監査委員と合議に基づくものでございます。 

 次のページをお開き願います。第１、審査の対象は、平成２６年度一般会計と６つの特

別会計、合わせて７会計でございます。第２、審査の期間でありますが、平成２７年８月

３日から同年８月３１日までの期間であります。第３、審査の方法及び範囲についてであ

りますが、平成２６年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収

支に関する調書、財産に関する調書等について、関係法令に準拠して整備されているか、

予算は適正に執行されているか、計数が証拠書類に符合しているか、財政運営は健全かな

どに主眼を置き、必要に応じて関係職員からの説明を聴取するなどの方法により審査を実

施したところでございます。なお、現金、預金残高並びに証書類等の確認については、定

期監査及び例月出納検査の結果を踏まえて審査を行いました。第４、審査の結果でござい

ますが、審査に付された一般会計及び特別会計歳入歳出決算書及び附属書類等は関係法令

で定める様式に基づき作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数はいず

れも正確であり、財務に関する事務の執行についても適正に処理されたものと認められま

した。 

 ２ページをお開き願います。一般会計及び特別会計の決算総括表であります。合計欄で

申し上げますと、予算現額は９２億１，６３１万円で、歳入決算額は８８億７，９８２万
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４，４０３円、執行率は９６．３％であります。これに対しまして、歳出決算額は８７億

７，８３９万４，９７１円、執行率は９５．２％で、歳入歳出差引額１億１４２万９，４

３２円はいずれも翌年度へ繰り越しております。 

 ３ページをお開き願います。最初に、一般会計について申し上げます。１の概要であり

ますが、一般会計の決算収支状況は第１表のとおりであります。歳入総額６１億４，９３

０万３，０００円から歳出総額６０億６，１９３万１，０００円を差し引いた形式収支額

は８，７３７万２，０００円の黒字であり、この額から翌年度へ繰り越すべき財源となる

繰越明許費充当額１，３１８万１，０００円を差し引いた実質収支額は７，４１９万１，

０００円の黒字決算となっております。また、当年度の実質収支額から前年度の実質収支

額を差し引いた単年度収支額は、１億３，６７５万９，０００円の赤字となっております。 

 ４ページをお開き願います。２の歳入についてであります。歳入の決算状況は、第２表

のとおりであり、調定額６２億７，５９９万５，０００円に対し、収入済額６１億４，９

３０万３，０００円、収入率９８％、執行率９６．８％となっております。前年度と比較

すると、収入済額は１億２，５３６万５，０００円、２．１％増加しておりますが、収入

率は１．１ポイント、執行率は２．７ポイント減少しております。不納欠損額は２４９万

６，０００円で、そのうち町税が２３７万４，０００円、全体の９５．１％を占めており、

その主なものは固定資産税１９４万８，０００円、都市計画税４０万４，０００円であり、

両税で町税不納欠損額の９９．１％と大半を占めております。前年度と比較し、９７万、

６３．６％増加しております。収入未済額は１億２，４１９万６，０００円で、翌年度繰

越事業費充当として措置された国庫補助金等を除く５，７８５万３，０００円と比較する

と２６９万８，０００円、４．９％増加しております。うち町税は４，６５３万３，００

０円で、前年度と比較し、３１９万８，０００円、７．４％増加しております。また、収

入未済額に占める町税の割合は全体の８０．４％を占めており、その内訳は町民税、個人

４０７万５，０００円、固定資産税３，７５４万７，０００円、都市計画税４９１万１，

０００円であります。税外収入は１，１３２万円で、前年度の１，１８２万円に比較し、

５０万円減少しております。その内訳は、使用料及び手数料では公営住宅使用料１，０９

３万３，０００円、財産収入では土地貸付収入で３８万７，０００円であります。当年度

も町税及び税外の収入済額は前年度を１，３７８万５，０００円、１．６ポイント上回っ

ております。その主とするものは、農協、漁協の事務所建て替え等により固定資産税が８

１９万５，０００円増加となったことによるものであります。地域の経済状況が厳しさを

増す中で、自主財源である町税の収納環境もますます厳しくなることが予想されますが、

今後とも税負担の公平、適正と、さらには税収の確保に向けて最善の努力を尽くされるよ

う望むものであります。ただいま申し上げました不納欠損額及び収入未済額の内訳は、認

定資料の２７、２８ページに記載されております。 

 次に、５ページをお開き願います。３、歳入決算構成であります。決算認定資料１２ペ

ージの記載内容に基づき、普通会計ベースで一般財源と特定財源及び自主財源と依存財源
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に分類しますと、第３表及び第４表のとおりであります。第３表では、決算額に占める一

般財源は４４億７，５６８万８，０００円で、前年に比較し、町税が増となったものの、

交付税等の減により９，６１４万９，０００円、２．１％減少しております。また、特定

財源は１６億７，３６１万５，０００円で、道支出金や寄附金が減となったものの、国庫

支出金の増により２億２，１５１万４，０００円、１５．３％増加しております。構成比

率では、一般財源７２．８％、特定財源２７．２％となっており、前年度に比較し、一般

財源が３．１ポイント低下しております。 

 次に、第４表でありますが、自主財源は１２億７，９４５万７，０００円で、この主要

部分を占める町税は７億２，３２２万円であり、前年度と比較すると７１９万４，０００

円、１．０％増加しております。表中ほどの構成比率では、自主財源２０．８％、依存財

源７９．２％となっており、前年度に比較し、自主財源が０．６ポイント低下しておりま

す。 

 ６ページをお開き願います。４の歳出でありますが、歳出の決算状況は第５表のとおり

であります。予算現額６３億５，５６３万５，０００円に対し、支出済額は６０億６，１

９３万１，０００円で、翌年度へ繰り越す７，９５２万４，０００円を差し引くと不用額

は２億１，４１８万円となり、予算の執行率は９５．４％となっております。前年度に比

較して支出済額で２億４，８９４万３，０００円、４．３％増加し、予算執行率では０．

６ポイント低下しております。また、翌年度繰越額は７，９５２万４，０００円皆増、不

用額は２，５６５万２，０００円、１０．７％減少し、不用額の予算現額に対する割合は

０．６ポイント低下しております。 

 次の第５表の下段の記載内容につきましては、７ページでご説明を申し上げます。７ペ

ージをお開き願います。款別の歳出決算状況は第６表のとおりでありますが、構成比の高

いものでは民生費、諸支出金、公債費、土木費となっており、これらで支出済額の５７．

９％を占めております。次に、表の一番右に対前年度増減内訳をあらわしておりますが、

主な款別の増減についてご説明をいたします。まず、総務費では３，９０６万９，０００

円、１０．１％の増であります。増となった主なものは、電算共同化事業負担金１，５３

３万８，０００円、再生可能エネルギー等導入工事６，３７２万円などで、減となりまし

たものは、主なものは財政調整基金積立金５，３７２万２，０００円などであります。次

に、民生費では２億２，４４７万円、１７．３％の減となっておりますが、増となった主

なものは臨時福祉給付金１，９０５万５，０００円、認定こども園、保育所運営費負担金

３，０８１万９，０００円、介護会計繰出金２，７４２万１，０００円であります。減と

なりましたものは、地域福祉基金積立金６，０３５万５，０００円、就学前児童施設整備

補助金２億５，２１８万３，０００円が主なものであります。次に、衛生費では４，５２

３万円、１０．４％の増となっておりますが、増となった主なものは医師研究資金等貸付

金１，８００万円、羽幌産業廃棄物埋め立て処理場適正化事業補助金３，５９８万２，０

００円となっております。次に、農林水産業費は１億２５１万９，０００円、２６．８％
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の減でありますが、増加は主として町有林林道整備工事２，９３８万４，０００円であり、

減少は農業振興センター整備補助金１億１４０万円などであります。次に、商工費は１億

７，９０２万２，０００円、１１２．１％の増でありますが、増加は主としてハートタウ

ンはぼろの土地購入費１，８７６万９，０００円及び建物購入費１億３，７２３万１，０

００円であり、減少の主なものはリバーサイド施設改修工事２，１９０万４，０００円で

あります。土木費では７８５万８，０００円、１．１％の減であります。除排雪業務委託

料で１，９２４万９，０００円、除雪車両購入費で２，４３４万４，０００円など増とな

りましたものの、羽幌中央埠頭背後地整備工事請負費１，２６１万１，０００円、国直轄

港湾事業負担金１，３７４万円、下水道事業会計繰出金２，５６９万３，０００円、道路

新設改良事業工事請負費１，５７８万８，０００円などの減によるものであります。消防

費では１億４，８９７万２，０００円、４９．８％の増でありますが、これは主として北

留萌消防組合負担金、消防救急デジタル無線整備事業１億４，６８７万円の増によるもの

であります。教育費では９３８万４，０００円、２．５％の増でありますが、羽幌小学校

改築調査委託料２，４８９万４，０００円、調理機器取りかえ業務委託料１，８４２万４，

０００円、給食センター整備工事請負費１，３８６万６，０００円などで増となりました

が、公民館改修工事請負費１，０２４万８，０００円、スキー場圧雪車購入費２，８８５

万４，０００円などが減少したことによるものであります。次の災害復旧費では１億３，

７１２万２，０００円、３，３７１．２％の増でありますが、これは主として公共土木災

害復旧費が１億３，４４２万２，０００円増加したことによります。次の諸支出金では２，

１９８万６，０００円、２．５％の増でありますが、これは給料１，０８４万１，０００

円、職員手当１，４９６万１，０００円で増、共済組合及び退職手当組合負担金等で３８

１万６，０００円の減によるものであります。 

 ８ページをお開き願います。歳出決算構成であります。決算認定資料の１３ページにあ

ります款別性質別決算額調べなどに基づき、歳出決算額を性質別に区分すると第７表のと

おりであります。決算額に占める義務的経費は２２億６，６９１万２，０００円で、前年

度に比較し、扶助費、人件費、公債費の増により６，１３４万３，０００円、２．８％増

加しております。また、投資的経費は７億８，７６１万９，０００円で、前年度に比較し、

普通建設事業費が減となったものの、災害復旧費が増となったことにより４，６３２万９，

０００円、６．２％増加しております。構成比率では、義務的経費３７．４％、投資的経

費１３．０％となっており、前年度に比較し、義務的経費が０．５ポイント低下しており

ます。 

 ９ページをお開き願います。６の財政指標であります。普通会計における財政力の動向、

財政構造の弾力性を判断する主要財務比率の年度別推移は、次表のとおりであります。ア、

財政力指数は財政上の能力を示す指数で、指数が１に近いほど財政力が強いとされており、

本年度は０.１８１で、前年度より微増しております。次のイ、経常収支比率は財政構造

の弾力性を示す指標で、比率が高いほど財政の硬直が進んでおり、通常７５％程度におさ
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まることが妥当と考えられております。本年度は８２．３％で、前年度より０．３ポイン

ト上回っております。次のウ、経常一般財源比率は経常的に収支される税等の一般財源の

額と標準財政規模との対比で、１００を超え、その度合いが高いほど経常一般財源に余裕

があるとされております。本年度は９５．８％で、前年度より０．３ポイント上回ってお

ります。次のエ、人件費比率は本年度１７．３％となっており、前年度と比較し０．２ポ

イント下回っております。 

 １０ページをお開き願います。７、財産に関する調書であります。平成２６年度におけ

る財産の増減高及び現在高は次表に掲げるとおりでありますが、ごらんをいただくことに

より説明は省略させていただきます。 

 １２ページをお開き願います。特別会計について申し上げます。最初に、国民健康保険

事業特別会計についてであります。概要は、記載のとおりであります。歳入総額から歳出

総額を差し引いた額及び実質収支額とも２４９万６，０００円の黒字決算となっておりま

す。 

 次に、下段の２、歳入では、自主財源である保険税の収入状況は次のページの第２表の

とおりでありますが、調定額２億３，２４１万円に対し、収入済額は２億１，６４６万４，

０００円、収入率９３．１％、執行率９７．８％になっております。前年度と比較します

と、収入済額は９６３万１，０００円、４．３％減少し、収入率においては現年度分で０．

４ポイントの増加、滞納繰り越し分で２．４ポイント減少し、総体では０．７ポイント上

昇しております。また、執行率、収入未済額については記載のとおりでありますが、今後

とも健全な事業運営に向け、収入率の向上に一層努められますよう要望いたすものであり

ます。 

 ３の歳出につきましては、ごらんいただくことにより説明は省略いたします。 

 １４ページをお開き願います。下水道事業特別会計について申し上げます。概要は記載

のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも５万１，

０００円の黒字決算となっております。以下、説明は省略させていただきます。 

 １５ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

は第２表のとおりであります。概要を申し上げますと、前年度に比較して歳入では７，９

４５万２，０００円、１８．４％、歳出では７，９４３万７，０００円、１８．３％、い

ずれも増加しております。下段から３行目に記載の歳出の事業費で１億９７２万７，００

０円増加した主たるものは、羽幌町汚水処理施設共同整備事業前処理施設建設工事委託料

の増によるものであります。水洗化の普及状況は、接続可能区域内人口６，２６６人に対

し、既接続人口は３，７６６人で、水洗化率は前年度に比較して２．０ポイント上昇し、

６０．１％になっております。 

 次に、１６ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計について申し上げます。決

算収支状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実

質収支額とも３７万７，０００円の黒字決算となっております。下段から４行目に記載の
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年間配水量等について申し上げますと、年間配水量は５万７，２１８立方メートル、有収

水量は３万７，３５３立方メートルで、有収率は前年度に比較して２．４ポイント低下し、

６５．３％となっております。今後とも施設の維持管理を徹底されるとともに、有収率の

向上に一層努力されるよう期待をいたすものでございます。 

 １７ページをお開き願います。２の歳入及び歳出であります。第２表の説明を省略いた

しまして、２表下段の水道使用料の地区別収納状況でありますが、天売、焼尻２地区の収

納状況は、調定額１，８１４万１，０００円に対し、収入済額１，６９８万４，０００円

で、収入率９３．６％となっております。前年度と比較すると収入済額は６５万６，００

０円、３．７％減少し、収入率で１．７ポイント低下しております。 

 １８ページをお開き願います。介護保険事業特別会計について申し上げます。決算の収

支状況は第１表のとおりでありますが、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定を合わせ

た歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収支額とも１，０９６万５，０００円の

黒字決算となっております。これは、主として国及び道の交付基準が変更となったことに

より増となったものであります。 

 １９ページをお開き願います。２の歳入及び歳出でありますが、款別歳入歳出決算状況

の下段の（２）、介護サービス事業勘定の歳出の事業費が前年度に比較し１，０５３万８，

０００円増加しておりますが、これは特別養護老人ホームの中庭造成工事及びデイサービ

ス事業における車両購入補助金の増によるものであります。次の公債費につきましても２，

２１６万１，０００円増加しておりますが、これは特別養護老人ホーム改築によります起

債の元金償還が主なものでございます。 

 ２０ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計について申し上げます。決算収

支状況は第１表のとおりでありますが、歳入総額から歳出総額を差し引いた額及び実質収

支額とも１６万８，０００円の黒字決算となっております。以下、内容については省略さ

せていただきます。 

 ２２ページをお開き願います。港湾上屋事業特別会計について申し上げます。決算収支

状況は第１表のとおりであります。歳入総額及び歳出総額は２，０７４万円の同額であり、

差し引いた額及び実質収支額ともゼロ円の決算となっております。決算収支状況を前年度

と比較すると、歳入歳出とも３９万４，０００円、１．９％それぞれ増加しております。

以下、内容は省略させていただきます。 

 ２４ページをお開き願います。各基金の決算状況であります。各基金は設置目的に沿っ

て適正に処理されており、基金別決算状況は次表に掲げるとおりであります。２６年度、

羽幌町中小企業経営安定支援基金が新設され、年度末現在高の合計額は１７基金、３４億

７，３３３万４，０００円であります。前年度に比較して１基金、１億６，８８６万２，

０００円増加しております。各基金額及び増減内訳は、記載のとおりであります。 

 ２５ページをお開き願います。不納欠損処分の事由別状況について申し上げます。一般

会計及び国民健康保険事業特別会計の不納欠損処分の事由別状況は次表に掲げるとおりで
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あり、適法に処理されております。今年度は、国民健康保険事業特別会計の不納欠損処分

はなく、一般会計のみとなっております。不納欠損額は、関係法令の定めるところにより

消滅時効などの成立により処理されたものでありますが、町税では１１件、２３７万３，

９７６円、税外では１件、１２万１，３７４円、合計１２件、２４９万５，３５０円とな

っております。決算認定資料の３０ページに記載されております。 

 ２６ページをお開き願います。繰越明許費事業調べであります。繰越明許費決算状況に

ついてでありますが、平成２６年開催の第１０回定例会から平成２７年第１回定例会まで

の２回の定例会において議決されたものでありますので、内容は省略させていただきます。 

 ２８ページをお開き願います。平成２６年度羽幌町定額基金運用状況審査意見書の内容

について説明を申し上げます。審査の対象は、羽幌町奨学基金及び羽幌町中小企業経営安

定支援基金であります。審査の期日は、平成２７年８月３１日であります。審査の方法は、

地方自治法第２４１条第５項の規定により、審査に付された基金運用状況調書について各

関係諸帳簿、証書類等の確認を行ったものであります。４、審査の結果でありますが、基

金運用状況調書は関係諸帳簿、証書類と符合しており、適正に運用されていることが認め

られました。 

 ２９ページをお開き願います。基金運用状況調書であります。羽幌町奨学基金でありま

すが、中ほどにあります本年度運用状況では、貸付金返済金額は６人で７６万円、貸付金

額は新規、継続合わせて５人の１２０万円となっております。本年度末現在高は預金で９

２７万２，０００円、貸付金は１１名で５４４万８，０００円、計では前年度末現在高と

同じく１，４７２万円となっております。なお、羽幌町中小企業経営安定支援基金につき

ましては、２６年度の貸し付けがありませんでした。 

 以上で一般会計及び各特別会計の歳入歳出決算並びに定額基金運用状況についての決算

審査の内容とさせていただきます。よろしくお願いを申し上げます。 

 引き続きまして、平成２６年度羽幌町水道事業会計決算審査意見の内容についてご説明

を申し上げます。 

 本審査の意見につきましても船本監査委員との合議によるものであります。 

 次の１ページをお開き願います。第１、審査の概要でございますが、１、審査の対象は

次の（１）から（７）までの記載のとおりであります。２、審査の期間は、平成２７年６

月１日から６月１５日までであります。３、審査の方法としまして、決算審査に当たって

は、決算報告書、財務諸表、事業報告書、附属書類等に基づき、計数の照合など事業が経

済性を発揮し、公共の福祉を増進するよう運営されているかに重点を置き審査するととも

に、必要に応じて関係職員から説明を受けて審査の参考といたしました。 

 第２、審査の結果でございますが、決算諸表について、審査に付された決算諸表は関係

法令に準拠して作成されており、それぞれの内容を精査した結果、その計数は正確であり、

事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているものと認められました。 

 ２、経営状況について、（１）、経営成績でありますが、当年度は税抜き決算で総収益
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２億３，３７９万１，０００円に対し、総費用は１億９，４６１万２，０００円となって

おり、差し引き３，９１７万９，０００円が当年度純利益で、２ページをお開き願います。

前年度と比較すると５５９万２，０００円、１６．６％増加しております。総収益は、前

年度に比較すると５２０万５，０００円、２．３％増加しておりますが、これは主として

制度改正に伴う営業外収益の増加によるものであります。また、総費用は前年度に比較す

ると３８万６，０００円、０．２％減少しておりますが、これは特別損失を上回る営業費

用及び営業外費用の減少があったことによるものであります。なお、事業の経営内容を把

握するために全国平均値、以下平均値と言いますが、と比較すると次のとおりであります。

アの財務比率でありますが、事業の財政状況の短期流動性、長期健全性の良否をあらわす

財務比率を算出すると次表のとおりであります。（ア）、流動比率は前年度の数値及び平

均値を大きく下回っておりますが、これは制度改正に伴う流動負債、分母の大幅な増額に

よるもので、短期債務に対する支払い能力は依然良好であると見ることができます。

（イ）、自己資本構成比率も前年度数値及び平均値を下回っておりますが、同じく制度改

正により剰余金、分子の大幅な減額によるものであります。（ウ）、固定資産対長期資本

比率も前年度数値及び平均値を上回っておりますが、同じく制度改正に伴う剰余金等分母

の減額によるものであります。比率は１００％以下であることが望ましく、依然９０％台

を維持しており、良好に維持しているものと思われます。 

 イの収益比率でありますが、３ページをお開き願います。収益性を示す数値で、比率が

高いほどその収益性が高いことをあらわしております。営業収支比率は１２６．０％と平

均値を上回っておりますが、前年度に比較すると３．３ポイント減少しております。しか

し、営業外収入の改善により総収支比率は２．９ポイント増加、また総資本利益率も制度

改正による期末負債、資本合計の分母の減少から、０．４ポイント上昇しております。 

 ウの施設利用率であります。施設の利用状況の良否を総合的に表示する施設利用率は、

平均値を上回っておりますが、前年度より５．５ポイント減少しております。また、有収

率は漏水修繕により改善はしていますが、依然として平均を下回っていることから、さら

なる改善を望むものであります。 

 ４ページをお開き願います。エの労働生産性では、職員１人当たりの労働生産性を最も

端的にあらわしているものでありますが、有収水量はやや平均値を下回っているものの、

給水人口及び営業収益は前年度同様平均値を上回っております。 

 次に、オの料金に関する比較ですが、有収水量１立方メートル当たりの供給単価は３１

６円３０銭、給水原価は２８３円７０銭となっており、差し引き３２円６０銭の供給益が

生じております。回収率は１１１．５％と平均値を上回っておりますが、前年度に比較す

ると２．４ポイント減少しております。 

 ５ページをお開き願います。（２）の結びでございますが、将来に向け安定した給水確

保のため、水道施設の延命化や計画的な補修等の事業を進めることから、量水器取りかえ

工事及び老朽化した配水管布設替工事など主要施設の整備が進められてきました。また、
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財政の健全化に対応すべく鋭意努力されておりますが、事業運営の柱となる水需要につい

ては工業用に増加は見られますが、全体として減少傾向にあり、将来的にも給水人口の減

少により大幅な増加は見込めないことから、今後とも効率的な事業運営と経費の縮減等を

図り、安全で安心できる良質な水道水の供給に取り組まれるよう望むものであります。な

お、給水未収金は、前年度と比較し、４０万２，０００円、６．２％減少しております。

計画的な対策により給水収益の確保に努力していることが見受けられますが、一層の工夫

をされ、未収金の解消に努められるよう要望いたします。 

 次の（３）、決算審査資料の第１表は、業務実績を前年度と比較し、あらわしたもので

あります。ごらんをいただきまして、説明は省略いたします。 

 ６ページをお開き願います。第２表、決算額比較表であります。収益的収支であります

が、２６年度消費税差し引き後の決算額の下段にあります収支差引額のとおり、純利益は

３，９１７万８，９４５円となっております。次に、資本的収支では、収入がなく、支出

は建設改良費、企業債償還金であります。下段の収支差引額６，２０５万５，７２２円の

不足額は、損益勘定留保資金等から補填をしております。 

 ７ページをお開き願います。第３表、比較損益計算書であります。当年度中に得ました

収益と費用をあらわしたものでありますが、第２表で申し上げましたとおり、２６年度の

純利益は下段に記載の３，９１７万８，９４５円となっております。 

 ８ページをお開き願います。第４表は、財産、財政状況を総括的にあらわした比較貸借

対照表であります。左側の資産の部の下段の合計額は２２億５４１万５，１３２円で、内

訳は固定資産１８億７，４４０万２，８４２円、流動資産３億３，１０１万２，２９０円

であります。前年度に比較し、３億６，９８４万５，３１７円、１４．４％の減少となっ

ておりますが、これは平成２６年度から適用の新地方公営企業会計制度の実施により減少

したものであります。次に、右側の負債、資本の部につきましても大きく増減をしている

ものは法改正により企業債が借入資本金から固定負債となったことによるものであります。 

 以上で水道事業会計審査意見の内容説明とさせていただきます。よろしくお願いを申し

上げます。 

〇磯野委員長 暫時休憩します。 

 

休憩 午後 １時４５分 

再開 午後 １時５５分 

 

〇磯野委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、財務課長から決算認定資料等の内容説明を求めます。 

 財務課長、三浦義之君。 

〇三浦財務課長 私から決算書に基づきまして説明させていただきます。 

 決算書の一番後ろの緑色の紙を開いてください。平成２６年度羽幌町各会計決算認定資
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料となっております。１枚めくると目次であります。これもめくってください。第１表、

平成２６年度羽幌町各会計別決算総括表、これにつきましては町長から説明がありました

ので、説明は省略をさせていただきます。 

 ２ページをお開き願います。第２表、決算の状況に関する調べ、一般会計でございます。

平成２５年度と２６年度の比較でありますが、歳入総額、Ａ欄の右側、増減では１億２，

５３６万５，０００円の増、歳出総額、Ｂ欄の増減では２億４，８９４万３，０００円の

増となっており、いずれも増加しております。平成２６年度欄でＣ欄、歳入歳出差引額で

は８，７３７万２，０００円となります。翌年度に繰り越すべき財源と縦書きで記載して

おりますが、Ｅ欄、繰越明許費の平成２６年度１，３１８万１，０００円は翌年度へ繰り

越しを行った財源であり、Ｊ欄、実質収支は繰越明許費を差し引いた額となり、７，４１

９万１，０００円となります。次の財政再建債等未償還元金はありませんので、Ｏ欄も同

額となるものでございます。このように７，４１９万１，０００円の黒字決算となってお

りますが、前年度からの黒字分も含んでおりますので、それを除いたＰ欄、単年度収支は

１億３，６７５万９，０００円の赤字となるものであります。また、２６年度中の黒字的

要素である財政調整基金など各基金への積立金、Ｑ欄は７万１，０００円、繰上償還金、

Ｒ欄は２，５００万円となっておりますので、これらを考慮した一番下の数字、Ｔ欄、実

質単年度収支は１億１，１６８万８，０００円の赤字となるものであります。 

 次に、３ページの第３表、一般会計款別決算額比較表について増減の主なものをご説明

いたします。１０款地方交付税で前年度比較９，１７８万円、２．８％の減は、交付基準

となる基礎数値に乗じる単位費用や補正係数が見直され、基準財政需要額が減少したこと

が主なものでございます。 

 １４款国庫支出金で前年度比較１億７，７９０万９，６０１円、６９．６％の増は、二

股沢川等の災害復旧事業による補助金増が主なものでございます。 

 １５款道支出金で前年度比較１億１，２５１万６９４円、２０．８％の減は、就学前児

童施設整備事業補助金の完了が主なものでございます。 

 ２１款町債で前年度比較１億５，４３０万４，０００円、３１．１％の増は、消防救急

デジタル無線整備事業が主なものでございます。 

 次に、４ページ、一般会計の歳出でございますが、監査委員から審査意見がございまし

たので、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、５ページ、国民健康保険事業特別会計でございます。歳出合計で前年度対比約１

億１，７４７万円減となっておりますのは、心臓病などの高額医療費が減少したことから

歳出、２款保険給付費が減となり、一般会計負担分としての歳入、８款繰入金や国庫支出

金、共同事業交付金の負担分も減となっているものでございます。 

 次に、６ページをお開き願います。後期高齢者医療特別会計でございます。歳出合計で

前年度対比約８４４万円の増加は、歳入で１款後期高齢者医療保険料が被保険者の所得増

により増加となったことから、歳出、２款後期高齢者医療広域連合納付金も増加となった
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ものでございます。 

 次に、７ページ、介護保険事業特別会計の保険事業勘定であります。歳出合計で前年対

比約２，０４４万円の増は、在宅サービス利用の増により歳出、２款保険給付費が増加し

たことから、制度による負担分としての歳入、３款国庫支出金、４款道支出金、７款繰入

金の町負担分、４０歳から６５歳未満の保険料である５款支払基金交付金がそれぞれ増加

しております。また、繰入金以外のそれぞれの負担分については概算交付であり、翌年度

精算されることとなります。 

 次に、８ページをお開き願います。介護サービス事業勘定でありますが、歳出合計で前

年対比約３，４０７万円の増は、特別養護老人ホーム改築に伴う歳出、３款公債費で元金

返還が開始されたことによる増とこれに伴う歳入、２款繰入金増によるものでございます。 

 次に、９ページ、下水道事業特別会計であります。歳出合計で前年対比約７，９４３万

円の増は、事業費でミックス処理施設実施設計費の増が主なものでございます。 

 次に、１０ページをお開き願います。簡易水道事業特別会計であります。歳出合計で前

年度対比約２３３万円の減は、簡易水道費の工事請負費や公債費の減に伴うものでござい

ます。 

 次に、１１ページ、港湾上屋事業特別会計であります。歳出合計で前年対比約３９万円

の増は、港湾施設費において天売港旅客上屋トイレ改修工事による増や公債費による町債

の減でございます。 

 次に、１２ページをお開き願います。第４表、経常収支等の状況に関する調べでありま

す。まず、１、収入の状況では、決算額のうち臨時的な収入なのか、経常的な収入なのか、

そしてその収入の使い道が特定されているものなのか、何にでも使える一般財源なのか、

また２、支出の状況では性質別区分の決算額、Ａ欄のうち経常的な支出経費、Ｃ欄の額に

対して一般財源がどれだけ充当されているかをあらわしており、このような区分の結果を

もとに経常収支比率を求めているものであります。右側の下段、３、各種指標で経常収支

比率は８２．３％で、昨年より０．３％上昇しております。他の各数値についてはごらん

になっていただき、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、１３ページの第５表でありますが、普通会計の決算額を款ごとに性質別にあらわ

したものでございます。説明は省略をさせていただきます。 

 次に、１４ページをお開き願います。第６表、事業効果表の一般会計総括表でございま

す。この内訳として、次の１５ページから２４ページまで、重立った投資的事業につきま

して会計別、款別に区分して事業ごとに決算額、事業内容などを載せております。ごらん

をいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、２５ページの第７表をお開き願います。歳入歳出の決算状況を目的別にグラフに

あらわしたものであります。左側の歳入の円グラフですが、歳入の約半分を交付税が占め

ている状況にあります。また、右側の歳出総額では３款、扶助費等の民生費が約２割を占

め、以下、諸支出金として給与や共済費等、１２款公債費となっております。 
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 次に、２６ページでございます。第８表、町税の収入額をそれぞれ税別にグラフにあら

わしたもので、町民税が約４割、固定資産税が約３割を占め、次に町たばこ税となってお

ります。前年度より約７００万円増となっておりますのは、固定資産税で家屋や事務所の

新築による増加が主なものでございます。 

 次に、２７ページから３０ページまでの第９表、各会計（税・税外）収入状況調べにつ

きましては、監査委員から審査意見がございましたので、説明は省略をさせていただきま

す。 

 次に、３１ページをお開き願います。第１０表、給与費決算調書であります。一般会計

と特別会計の特別職、一般職に係る職員数と給与費、共済費及び報酬の決算状況をあらわ

しております。下の欄で前年度と比較しており、差し引きの一番右側、合計欄では３，９

１７万８，０００円増となっておりますが、人勧による増が主なものでございます。 

 次に、３２ページ、第１１表をお開き願います。債務負担行為の調べでありますが、一

般会計におきまして決算年度以前に議会で議決をいただき、後年度で支出する内容を記載

してあります。事項別の内容は省略をさせていただきますが、表の一番右下の欄にありま

すように、次年度以降に一般財源で支出予定をされている額は１億１，０７３万６，００

０円であり、前年度より３，５８１万７，０００円増加しております。これは、焼尻めん

羊牧場指定管理料が主な増加理由でございます。 

 次に、３３ページでございます。第１２表、地方債施設別現在高調べでありますが、会

計別に決算年度末の未償還元金の額を記載してあります。まず、一般会計でありますが、

ほとんどの項目で減少しておりますが、増加したものは消防救急デジタル無線整備事業に

よる消防施設や羽幌小学校改築事業による学校教育施設などで、一般会計総額では前年度

より６，７１２万４，０００円の減少となっており、２６年度末残高は６０億２０３万９，

０００円となっております。また、特別会計を含めた対前年度増減額では２億７，１７８

万５，０００円の減となっており、２６年度末残高は９６億１，２４８万９，０００円と

なっております。 

 右の第１３表のグラフは、一般会計の２６年度までの起債の借入額の状況とその分に係

る元金の償還予定額の状況を平成２９年度までグラフにあらわしたものであります。 

 次に、３４ページ、第１４表をお開き願います。一般会計の決算額を款別、節別に集計

したものでございます。ごらんをいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、３５ページでございます。第１５表、基金運用状況調べでありますが、監査委員

から審査意見がございましたので、説明は省略をさせていただきます。 

 次に、３６ページ及び３７ページ、第１６表、繰越明許事業調べでございます。平成２

７年度へ繰り越した予算でございます。ごらんをいただきまして、説明は省略をさせてい

ただきます。 

 以上で平成２６年度決算資料の説明を終わらせていただきますが、よろしくご審議の上、

ご承認いただきますようお願い申し上げます。 
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〇磯野委員長 次に、建設水道課長から水道事業決算報告書の内容説明を求めます。 

 建設水道課長、三上敏文君。 

〇三上建設水道課長 それでは、平成２６年度の水道事業決算報告につきましてご説明申

し上げます。 

 まず初めに、平成２６年４月１日より地方公営企業の会計基準が改正されたことから、

今回の平成２６年度決算より新たな会計基準により作成しておりますことをあらかじめご

了承願います。個別の改正内容については、それぞれの項目においてご説明させていただ

きます。 

 それでは、決算書の１ページをごらんください。この決算報告書は、平成２６年度の予

算額に対してその執行の実績がどうであったかを示す計算表であります。消費税を含む税

込みの金額で記載しています。（１）、収益的収入及び支出でございますが、収入では第

１款水道事業収益２億４，９００万円の予算額に対しまして、決算額２億５，０５６万５，

５１９円であります。支出は、第１款水道事業費用の２億３，０００万円の当初予算から

６６万円を増額補正した２億３，０６６万円に対しまして、決算額２億１，００２万８，

０３０円で、不用額は１，８２７万２，０７５円となっており、これは営業費用の薬品費

や修繕費などの減が主な要因でございます。 

 次に、２ページをお願いいたします。（２）、資本的収入及び支出でございますが、こ

れは投資的事業に係る費用と過去の設備投資に係る企業債の元金償還を含んだ収支でござ

います。今年度に関しましては、収入はありません。支出は、第１款資本的支出６，４９

４万８，０００円に対しまして、決算額６，２９２万６，９２２円となり、収入がないこ

とから、この全額を損益勘定留保資金などにより補填したところでございます。 

 次に、３ページをお願いいたします。こちらからは公営企業会計方式による決算の区分

に従って作成された財務諸表となります。まず、損益計算書ですが、これは税抜きにより

全ての収益と費用を記載し、利益を明らかにしたもので、さきに１ページでご説明しまし

た収益的収支の税抜き額及び１３ページの事業収入、事業費の内容と一致いたします。制

度改正の影響としては、補助金等により取得した資産の減価償却費の見合い分として長期

前受け金戻入１，４０３万６，０２３円を営業外収益に計上しております。また、制度改

正により新たに計上が義務づけられた引当金について、期首に計上を要する額を特別損失

として整理しております。その結果、収益から費用を差し引いた３，９１７万８，９４５

円が２６年度の純利益となっております。また、制度改正に伴い廃止されたみなし償却制

度による資産を過去に遡及して修正したことで発生する減価償却費の影響をその他の未処

分利益剰余金変動額として計上した結果、当年度の未処分利益剰余金は３億６，４９５万

９，２０６円となっております。 

 次に、４ページをお願いいたします。剰余金計算書及び剰余金処分計算書でございます。

まず、上段の利益剰余金計算書でございますが、制度改正により借入資本金の表示区分が

負債の部へ変更されたことから、全額を減額しております。同様に剰余金のうち、資本剰
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余金につきましても補助金等により取得した資産の財源相当分を負債の部の繰り延べ収益

へ振りかえたことから減額しております。次に、利益剰余金でございますが、減債積立金

については平成２５年度の処分額３，３５８万７，４１２円を加えた結果８，５１３万２，

４０８円となっております。未処分利益剰余金については、減債積立金への振りかえ後、

利益剰余金変動額及び当年度純利益を加えた３億６，４９５万９，２０６円が当年度の未

処分利益剰余金となっております。 

 次に、下段の剰余金処分計算書でありますが、当年度の純利益３，９１７万８，９４５

円の全額について減債積立金へ積み立てるものであります。この結果、３億２，５７８万

２６１円が翌年度繰り越し利益剰余金となるものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。５ページから７ページにつきましては貸借対照表

となります。資産の部につきましては、制度改正により流動資産の未収金のうち将来不納

欠損が見込まれる債権について貸倒引当金を計上しております。固定資産合計額１８億７，

４４０万２，８４２円と流動資産合計額３億３，１０１万２，２９０円を加えた２２億５

４１万５，１３２円が資産の合計となっております。 

 次の６ページは、負債の部でございます。制度改正により借入資本金について資本の部

から負債の部へ表示区分が変更されたことから、１年以内に支払い期日を迎える企業債を

流動負債に、１年を超える残額について固定負債にそれぞれ計上しております。また、新

たに義務づけられた賞与引当金についても流動負債として計上しております。５の繰り延

べ収益については、補助金等により取得した資産の財源について資本剰余金から振りかえ

たものでございます。 

 ７ページの資本の部についてですが、一部の項目が負債の部へ変更されたことから、全

体額は減少しております。資本合計である９億５，９１５万１，４６５円と６ページの負

債合計１２億４，６２６万３，６６７円をそれぞれ加えました２２億５４１万５，１３２

円が負債、資本の合計となり、これは５ページの資産合計額と一致するものであります。 

 次に、８ページをお願いいたします。８ページから１５ページまでは事業報告書でござ

います。最初に、８ページの概要ですが、給水状況では、給水戸数と給水人口は前年度と

比較して戸数で１８件の減、給水人口で１０１人の減少となり、あわせて有収水量も減少

となりました。２６年度に実施しました主な工事は、量水器取りかえ、配水管布設及び布

設替などで総額５，１１０万２，３６０円となっており、工事概要は１０ページから１１

ページに掲載をしております。８ページ中段以降は、財政状況について述べております。 

 次に、９ページをお願いいたします。９ページは、議会議決事項、職員の配置数を掲載

しております。ごらんいただいて、次に１０ページをお願いいたします。 

 １０ページ、１１ページは、先ほど述べました工事契約の概要でございます。 

 引き続き、次の１２ページの業務量、１３ページの事業の収入、支出については、先ほ

ど述べました給水人口や収益、費用など、それぞれ前年度との比較をあらわしたものでご

ざいます。ごらんいただきまして、説明は省略をさせていただきます。 
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 次に、１４ページでございます。１４ページは経営分析の結果でありますが、監査委員

から全国平均の比率などを含めた報告がございましたので、省略させていただきたいと思

います。 

 次に、１５ページをお願いいたします。１５ページは企業債の概況でございますが、政

府資金、公庫資金合わせて前年度末残高１０億７，８５２万１，７２７円から当年度の償

還額５，１１５万１，６２２円を差し引いた１０億２，７３７万１０５円が当年度末の未

償還残高となるものであります。 

 次に、１６ページをお願いいたします。１６ページは、営業未収金調書でございます。

企業会計においては出納整理期間がありませんが、現年度につきましてはおおむね９８％

前後の収納率で推移しております。なお、不納欠損額につきましては、羽幌町私債権に関

する条例に基づき権利放棄をした債権でございます。 

 次の１７ページからは附属資料となりまして、１７ページは制度改正により作成が義務

づけられましたキャッシュフロー計算書となります。２５年度末と比較して２，９７３万

１，５６３円資金が増加しております。 

 １８ページから２０ページは、収益、費用の明細書、２１ページは資本的収支の明細書、

２２ページは固定資産の明細書、２３ページは企業債の明細書を掲載しております。それ

ぞれの各明細につきましては、これまでの説明と重複いたしますので、ごらんいただきま

して、省略をさせていただきます。 

 ２５ページ、２６ページは制度改正により作成が義務づけられました注記となります。

内容につきましてはごらんいただきまして、省略をさせていただきます。 

 以上で平成２６年度水道事業会計決算報告書の説明とさせていただきます。よろしくご

審議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

 

    ◎延会の宣告 

〇磯野委員長 お諮りします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

〇磯野委員長 異議なしと認めます。 

 したがって、本日はこれで延会します。 

 明日は、１０時開会といたします。 

（延会 午後 ２時２０分） 


